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「協働によるまちづくり」飛躍に向けて

「協働によるまちづくり活動発表会」は、昨年まで開催されていた「協働

によるまちづくりフォーラム」の次のステップとしまして、協働によるまち

づくりの気運を更に高めることを主眼に皆様と共にまちづくりを考える場で

あります。当日は、区長様をはじめ地域の皆様、市民活動団体の皆様、企業

の皆様ほか多数の方々に御参加いただき、盛大に開催できましたことを深く

感謝申し上げます。

さて、掛川市では、「自治基本条例」や「協働によるまちづくり推進条例」

また「住民投票条例」など、協働によるまちづくりを進めていく上での、基

本的なルールを定めてまいりました。

そして、その成果として、昨年は、市内すべての地区で地区まちづくり協

議会が活動をスタートし、市民活動においても、多くの団体が活発な活動を

展開され、また、事業所内保育所の開設や市の資産の有効活用など、企業と

の協働も進んでまいりました。

平成２９年１月に総務省が平成２８年の人口移動の状況を発表しました

が、掛川市は、転入超過が１２８人と、県内の人口１０万人以上の１０市の

中で１位でありました。特に、０～４歳と、２５歳～４４歳の世代が突出し

て増加しており、子育て世代が多く転入してきております。掛川市が持つ豊

かな自然環境や、良質で高度な医療などの魅力が評価されるとともに、市民

と市が協働して進めてきた企業誘致や子育て支援等の取り組みが、成果とな

って現れ始めていることを実感しているところであります。

今回の結果を引き続き継続するためには、協働によるまちづくりを根幹と

した様々な活動が更に活発化していくことが大変重要であると思っておりま

す。

結びに、協働によるまちづくりの更なる飛躍に向け、引き続き皆様のお力

添えをお願い申し上げますとともに、皆様のますますの御活躍を御期待申し

上げ、挨拶とさせていただきます。

平成２９年 ３月吉日

掛川市長 松井 三郎
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地域主体による住民自治の実現に向けて

日頃、皆様方には、各地区におけるまちづくり活動にご尽力をいただ

きまして、誠にありがとうございます。改めてお礼申し上げます。

掛川市地区まちづくり協議会連絡会を代表し、ご挨拶申し上げます。

さて、平成２８年度もあとわずかとなりましたが、平成２８年度は市

内３１全ての地区で、地区まちづくり協議会が活動を開始し、地域コミ

ュニティの形が新たなステージへと移行した、エポックメーキングな記

念すべき年となりました。

それは、とりもなおさず、やがて訪れる超少子高齢化社会の到来を見

据え、地域内分権の考え方に立脚した、自治基本条例の基本である、①

地域のことは、地域が主体的に考え決める住民自治の実現と、②少子高

齢化の進展に対処するため、みんなで支え合う社会の実現、そして、③

多様化する市民ニーズに対応できる協働のしくみづくりを目指すもので

あります。

活動を開始してほぼ１年の間に、協働によるまちづくに意欲的に取り

組んで来られた地区まちづくり協議会や、市民活動団体、さらに企業の

皆さんから、その活動内容を発表していただき、これから進める各地区

におけるまちづくり活動への、新たな気付きとなれば幸いです。

いずれにいたしましても、活動はまだ始まったばかりであります。ま

ちづくり協議会の活動として、既存の組織の活動も継続されるでしょう

し、あらたな視点による取り組みも行われるものと思います。組織の改

変も必要になるかもしれません。

目指す方向は同じですので、あせらず、着実に、そして柔軟かつフレ

キシブルに対応していただきたいと存じます。

狭い、自分の地区の活動のみにとらわれることなく、他地区の活動も

参考にしながら情報共有を密にして、視野を広く、さらに自らの組織だ

けでは出来そうもないが、他の団体や組織の力を借りれば可能となるよ

うな事業についても、お取り組みいただきたいと存じます。

結びに、この活動発表会が、皆様方のこれからの協働によるまちづく

り活動のエネルギー源となることを願っております。

平成２９年 ３月吉日

掛川市 地区まちづくり協議会連絡会 会長 中村隆哉
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協働によるまちづくり活動発表会  

～来て、見て、活かす！  まちづくりのヒントが満載～  

 

開催結果概要  
 

（１）事  業  名  平成２８年度  協働によるまちづくり活動発表会開催事業  

 

（２）日   時  平成 2９年 2 月１６日（木）13:30～16:30 

 

（３）会   場  掛川市文化会館シオーネ  大ホール・ホワイエ  

 

（４）主  催  等  主催：掛川市生涯学習協働推進課（掛川市まちづくり協働センター）  

        共催：掛川市地区まちづくり協議会連絡会  

        協力：掛川市区長会連合会、掛川市地域生涯学習センター連絡協議会、  

           掛川市地区福祉協議会連絡会、ＮＰＯ法人掛川シニア交流研究会  

 

（５）目   的    平成 28 年 4 月から、地区による主体的なまちづくり活動組織であ

る｢地区まちづくり協議会｣の活動がスタートし、｢協働によるまちづく

り開花の年｣として、より住みやすいまちにしていくための様々な事業

が活発に行われるようになった。さらなるまちづくりへの気運を高める

ため、市内各地で行われたまちづくり活動の事例を発表し、参加者が様

々な取り組みを知ることによる、新たなる気づきを得る場として、また、

活動に対する評価、功績に対する労いを目的とした｢協働によるまちづ

くり活動発表会｣を開催いたしました。  

 

（６）内   容  ・まちづくり活動発表会（大ホール）  

         【発表団体】7 団体  

（地区まちづくり協議会  ４団体、ＮＰＯ  ２団体、企業  １団体）  

協働の視点で特色あるまちづくり活動を行った団体が、その活動

を発表することで、あらゆるセクションからの参加者がまちづくり

への関わりや、自らができる事を意識し、今後の取り組みへの気づ

きを得る場となった。また、アドバイザーによる講評からさらなる

活動発展へのヒントが与えられた。  

        ・まちづくり活動紹介エリア（ホワイエ）  

         【展示団体】１６団体  

          （地区まちづくり協議会  2 団体、ＮＰＯ  １２団体、企業  2 団体） 

パネル展示により、市内外で行われている様々なまちづくり活動

の取組を紹介し、交流をもってもらうことができた。  

 

（７）参  加  者  ６２０名  

         地域組織  ４９４人  

         （地区まちづくり協議会、自治会、地域生涯学習 (地区 )センター、地区福祉協議会等）  

         市民活動団体等  ５２人、企業等  １８人、行政等  ５６人   
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まちづくり活動事例発表

アドバイザー 紹介

○ 南郷地区まちづくり協議会「ペット防災」
○ 掛川第三地区まちづくり協議会「何でも手伝い隊」
○ 大須賀第一地区まちづくり協議会「おおすかミニ役場かわらばん」
○ 大坂地区まちづくり協議会「不法投棄回収作業」
○ ＮＰＯちゃんぷる「おわだ秋桜まつり」
○ 掛川市消費者協会「悪質商法を撃退！啓発出前講座」
○ (株)杏林堂薬局「地域と歩む 杏林堂薬局の健康増進活動」

日詰 一幸
Hizume Kazuyuki

静岡大学
人文社会科学部教授

掛川市政策アドバイザー（2013～）

掛川市自治基本条例の策定市民委員会
の座長を務め、掛川市のまちづくりを
よく知る、まちづくりの第一人者と
して、日々研究をされています。

川端 務夢
Kawabata Tsutomu

掛川市協働による
まちづくりアドバイザー

掛川市協働による
まちづくりアドバイザー（2015～）

静岡県のＮＰＯ中間支援機関「ふじの
くに西部ＮＰＯ活動センター」の
センター長を歴任し、現在は市内外
の市民活動等へのサポートを精力的
に行っています。

高木 敦子
Takagi Atsuko

静岡県地域づくり
アドバイザー

より暮らしやすく、魅力的な地域と
するために活動する皆さんに、環境
デザインや協働という視点から、
地域資源を生かし、達成感を持つ
ことができるよう具体的なアドバ
イスを行っています。

＿

千野 和子
Chino Kazuko

（公財）ふじのくに未来財団
副代表理事

公益財団法人ふじのくに未来財団
副代表理事として、「もっと、いいま
ちにしたい」と、自ら汗をかき活動し
ている皆さんを応援するため、人材
や資金等の情報を提供しています。

上記まちづくり団体のまちづくり活動事例の
発表に対し、講評をいただくアドバイザーを
紹介します。
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アドバイザー講評 千野 和子

企業の専門性を活かしたＣＳＲという領域だ
けではなく、まちづくりの大きな担い手となっ
ているという感想を持ちました。健康に関する
施策とも大きく関わると思います。既に行政の
やれることもやっていて、線引きが段々わから
なくなるのではないかと思います。私たち財団
もＣＳＲとして、企業とお話しすることが多い
のですが、ここまで寄付をいただくとか番組を

アドバイザー総評 日詰 一幸

一緒に作るとか、寄付つき商品をいただくとい
うようなＣＳＲにまだ留まっているのが現状で
す。杏林堂様のようにこういったカタチのまち
づくりに、真剣に取り組むところはこれから期
待されていくのだと感心いたしました。さらに
こういった活動を広げていただけたらと思いま
す。

大変聞き応え、そして見応えのある発表でした。私自身が感じたことなどを５つ、お話しさせて
いただきます。
１つ目は、どの事例を通しても、それぞれの地域で抱えている課題が何かを上手く掴んだ活動を
展開していることです。特に、明確に自分たちが取り組まなければならない課題がはっきりしてい
ます。例えば、南郷地区のペット防災や、大須賀第一地区のミニ役場かわらばん、大坂地区の不法
投棄といった明らかに地域が抱えて困っている問題については、すぐに地域でやっていく。つまり、
各自治区単位では手が伸びなかったことも、地区まちづくり協議会で取り組めばさらに効果的にで
きるという事例でした。また、第三地区の方々はむしろ一体どういうことが自分たちの課題として
優先順位が高いかをみんなで話し合って決めています。これは非常に面白く、そういった取り組み
がこれから求められていくのではないかと思いました。どれも自分たちで抱えている課題を解決し
ていくという心意気・意気込みがはっきりと示された事例でした。
２つ目は、対話や話し合うことが、どこでもなされていたと思います。地区まちづくり協議会に
はいろいろな地域の活動団体の方々が入り、その中でいろいろな部会制や研究会がつくられ、さま
ざまな課題に対しての解決策の練り上げがなされていました。そのプロセスの中で、皆さんで話し
合い、そして合意形成をしていく取り組みがされています。それが、住民が自治を進めていくため
の基本的な取り組みであり、そういったものがひとつひとつ踏まれていくことによって、非常に良
い合意形成が成され、みんなが納得してその活動に入ることができたのだと思います。
３つ目は、協働を進めていくには役割分担があっていいと思います。それぞれの自治区がもって
いるいろいろな得意技や資源をみんなで持ち寄り、ひとつの解決策に向かっていく、あるいは、ま
ちづくり協議会で手に負えないことは、行政や企業の方と連携するといったような取り組みが大事
だと思います。そこで、地域の連携の仕組みづくりを協働という枠組みの中でやっていくことがと
ても大事で、それをこれから掛川市の地区まちづくり協議会の中で行っていくとより一層、より良
い解決策が見出されていくと思います。
４つ目は、活動の中でできあがった信頼関係を更に強化していくことです。そして、より良い活
動を外へ発信することが大事だと思います。いろいろな市町で、小学校区単位によるいろいろなま
ちづくりの活動が行われており、同じような課題を抱え、その課題をどのように解決していったら
良いのかということを模索しています。皆様のご経験は、そのような方々に非常に参考になるもの
です。広域的に、そういった方々と交流してもいいのではないかと思います。
５つ目に、企業ではＣＳＲを超えて、地域課題の解決が自分たちの収益活動にもつながるという
考え方が出てきています。自社がもっているいろいろなノウハウや営業活動、サービスの提供が地
域の課題解決に繋がっていく。実はそこで収益も得られる、双方が得をする関係をつくれる、とい
うようなカタチになり始めています。企業の皆様が持っている専門性やノウハウとうまく連携する
ことで、より効果的で良い解決策を見出していくことが、これからは大事になってくるのではない
かと感じました。
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まちづくり活動紹介エリア （ホワイエ）

参加団体 １６団体

【まちづくり協議会】
・地区まちづくり協議会連絡会
・倉真地区まちづくり協議会

【市民活動】
・ママバトン ・世界女性会議
・f.a.n.地域医療を育む会 ・掛川人づくり研究会
・掛川市消費者協会 ・災害ＶＣ掛川
・掛川少年少女合唱団 ・達人に学び伝える会
・Ｔｈｉｓ ｉｓ Ｋａｋｅｇａｗａ
・ＮＰＯ法人掛川シニア交流研究会
・ＮＰＯ法人時ノ寿の森クラブ
・子育て希望モデル事業

【企業】
・（株）長尾機設 ・（公財）ふじのくに未来財団
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アンケート結果 参加者総数　620人　　アンケート回収　330枚　（回収率　53％）

（１）あなたの性別を教えてください。

男性 284 86.1%

女性 44 13.3%

無回答 2 0.6%

（２）あなたの年齢をを教えてください。

25歳以下 1 0.3%

26歳～45歳以下 15 4.5%

46歳～64歳以下 84 25.5%

65歳～74歳以下 215 65.2%

75歳以上 13 3.9%

その他 2 0.6%

（３）あなたの所属する組織を教えてください。

まち協 145 43.9%

自治会 97 29.4%

センター 16 4.8%

地区福祉協 12 3.6%

ＮＰＯ法人 7 2.1%

市民活動団体 12 3.6%

企業・事業所 5 1.5%

その他 28 8.5%

未回答 8 2.4%

（４）まちづくり活動発表会全体の開催時間はいかがでしたか。

ちょうどよかった 149 45.2%

もう少し長い方がいい 4 1.2%

もう少し短い方がいい 163 49.4%

その他 14 4.2%

（５）発表団体の数はどうでしたか。

ちょうどよかった 200 60.6%

まちづくり協議会の数を増やしてほしい 38 11.5%

企業の数を増やしてほしい 35 10.6%

市民活動団体の数を増やしてほしい 15 4.5%

無回答 42 12.7%

（６）今後のまちづくり活動に活かせる気付きは得られましたか。

大いに得られた 38 11.5%

得られた 218 66.1%

どちらともいえない 46 13.9%

あまり得られなかった 13 3.9%

得られなかった 4 1.2%

そのほか 11 3.3%

（７）発表会全体を通しての感想を教えてください。

・色々な異なる視点での発表があり、大変有意義だった。 ・2時間30分の発表会ですから、途中で休憩が必要ですね。

・まずは行動を起こすことだと気づいた。 ・事業の継続性をどのようにするか具体的な事例を知りたい。

・着眼点など色々なヒントを得られて良かったです ・活動事例が少ない。

・まち協・ＮＰＯ・企業と多様な発表で勉強になった。 ・市民の多様なニーズに対しての活動発表がせまい。

・発表ごとのコメンテーターの講評がよかった。 ・発表時間が長い。

・地域の広域性を持った活動を展開していくのが良いと分かった。

・無償ボランティア活動よりも継続的に活動するためには有償での活動が良いか。

・今回は困っていることへの協働活動が多かったが、地域の宝物探し発表会(協働)も聞きたいと思った。

・地域が抱えている困った問題について、みんなで協力して解決していることは素晴らしいと思った。

・各団体とも住民のニーズをよく掴み、ワークショップ等でよりよい活動方法を実行し成果を上げていることがうかがえた。

・俺についてこいはダメ。 などなど、多数のご意見をいただきました。

0.3% 

4.5% 

25.5% 65.2% 

3.9% 

0.6% 

25歳以下 26歳～45歳以下 46歳～64歳以下 

65歳～74歳以下 75歳以上 その他 

43.9% 29.4% 

4.8% 

3.6% 

2.1% 

3.6% 

1.5% 

8.5% 

2.4% 
まち協 自治会 センター 

地区福祉協 ＮＰＯ法人 市民活動団体 

企業・事業所 その他 未回答 

45.2% 1.2% 49.4% 4.2% 

ちょうどよかった もう少し長い方がいい 

もう少し短い方がいい その他 

60.6% 11.5% 

10.6% 

4.5% 

12.7% 
ちょうどよかった 
まちづくり協議会の数を増やしてほしい 
企業の数を増やしてほしい 
市民活動団体の数を増やしてほしい 
無回答 

86.1% 13.3% 0.6% 

男性 女性 無回答 

11.5% 66.1% 13.9% 

3.9% 

1.2% 

3.3% 
大いに得られた 得られた 
どちらともいえない あまり得られなかった 
得られなかった そのほか 
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協働によるまちづくり活動発表会事務局

掛川市企画政策部生涯学習協働推進課 佐藤・梅田
ＴＥＬ ０５３７－２１－１１２９ ＦＡＸ ０５３７－２１－１１６５

～編集後記～
平成28年度は、市内32の地区に31の地区まちづくり協議会が設立され「協働によるまちづくり

開花の年」として、市内では活発な地区まちづくり活動が行われました。
また、市民活動団体による取り組みや、企業の社会貢献活動についても、これまでの活動に加え、

地域との協働により様々なテーマを掲げ開催されたことで、さらに活発に取り組まれた一年でした。
今回の発表会には、多くのセクションから多数の方々にご参加いただきました。今年度に市内で行

われた素晴らしい活動や、まちづくりに取り組まれる様々な団体の皆さんをご紹介することができ、
次の協働に向けた新たな気づき、そしてつながりが生まれ、市内により深い“絆”を育むことができ
たのではないかと感じました。
今後、開花したばかりのまちづくりの花がより大きく育つよう、協働による相乗効果を活かした、

市民主体のまちづくりを進めていきたいと思います。




